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GK）について見ると　無添′規定の地合火Ll」灰土崩から

のα0の溶脱は沖領土儀に比映して極めて大きい・しか

し硫酸損なもつ硫安の添加最を増大するにともない両土

盤ともα0の溶脱▲量は増大し・一定の添加量を越えて沖

弟5表　各温飯牲塩基に対する溶脱率

凡軋－〟添 加量 　 t

t汀 お 0土躯　 塩　　 匝 ）
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火　 山　 灰　 七　城 彪旨0 57．0 説；．0 27占

沖　 凍　 土　 威 ∫∬2 0 51・0 2）・0 9．0

横土鯉＞火山灰土壌の移動性に転じ・その〟存」V添加

範囲はお呼以内にあると推定される・次に参議回数・川首8

－〃添加量と溶脱豊との関係をみると・両土儀とも番透

初回が鼓も多く，8回盗透による全酒税量の初回の洛脱

割合は火山灰土盛無添加区批％・沼野添加区5％－町野

添加区の％を示し，沖横土感では各々臥軋　粥％を示

し，次回よ少溶脱墓は減少を示した・

物0についてみると．沖横土劇の直換性〟gOの絶体星

が少ないため両土座間比較は困難であるが・〟杭－〟添

加重と比例した癖脱を示すことが軸腑である・

均0佐ついてみると，叫】－〟浴脱状況に粗似の傾向

をホすが，火山灰土儀においては£呼癒刀u区と・伊野添

加区との∬2明容脱量の差は極めて僅少である・これは火

山灰土盛ではg20保持力が弱く・肋－〟添加量の多少

に関係なく，7ンそこウムイオンに工史容易に置換彦出

されるためと考えられる・

5．　零　　　　杓

t　圃場埋設後10日，出自での各層位の凡打8－〟在存

率に各々岱一新％・14－お％を示し・かな少長期に亘り

川虫‾〃　として任存する・

ま　室円実駿で硫安の硝化と温度との関係では各添加

区とも〟03－〟生成量は5℃＞15Cを示し・血3－〃二は

噌添加区で扱高であった・

a　土盛からの∧仇－〟の溶脱は火山灰土盛で除々に

綾塵に溶脱するの忙対し，沖積土塵では初回の浴脱が大

部分を占め．次回より僅少で両土壌の比較では火山灰＞

沖横の〟打8－〟浴脱状況であった・

亀　土蝕塩基の溶脱は硫安添加壷に比例して増大し・

絶体量でC〃＞〟g＞〟で，置換性塩基量に対する削睨割

合は∬＞傭＞Cdと1価のgは高く・2佃の〟g・Cdは

低値を示した・

八郎潟干拓地における畑作物導入に関する研究

第1報　湖底土の畑生産力について

水　　越　　洋 中　　島　　高　　美

（秋田県農試八郎潟分場）

1，　ま　えが　卓

八郎潟干拓地の大部分を占める中央干拓地の湖底土は

ヘドロと称する理化学性の劣愚を埴土である・このよう

な土壌条件の所を畑地化した吻合．土嘆反応が強酸性化

し，それに伴って土嚢の成分形態が復姓に変化すること

が考えられ，畑作物導入にあたっては究明すべ巷間脇を

多く包皮している．筆者等は86年来・中央干拓地に近い

土談条件をもっている南部鋸4工区に着いて色々な角度

からこれらの間勉ととわくんできたが・本報において湖

底土の畑生藍力についてその概豊を報告する・

2．　試　験　方　法

オーチヤードグラス，イタリアン′ライクヲスー　ラチノ

クローバー．′j、変（肯刈）を供試し，三要素，無加里・

無燐酸，無窒届，窒素単軌燐酸単用・加里単用・無肥

料の8条件で試験を行った・供試圃場は訪隼8月に干陸

し，約1年間裸地放任していた所である・

小麦は9月5日にその他は8月乱臼に播植し・いづれ

も敗拓とした．なお．稜角触法によるP〟6・5矯正豊の炭

ヵル。当16．7毎を施用した・試験は翌年の7月一杯で打

切った．
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さ・　或　戚　転　果

L　オーチヤードクラス

生育は初期よカ明らかに三要素区及び無血里区が草丈，

室数共にすぐれており．無燐酸区，窒素単用区がこれに

次ぎ，その他の区（いづれも窒素欠陳）が最も劣カ，葉

色も二不良であった一　越冬後も同様な傾向で1番刈少時の

草丈は三豊系区及び無加旦区に比して窒素欠陰区では約

カでめった・刈取少は窒素欠除区匠かいては不可能であ

った・その他の区では試鮫打切少までに8回刈りを行い

三婁茶区及び無加里区が〃当㌘0相前後で最高の生単量

であった・無燐酸区及び窒素単用区は1番刈りの収量が

紘かったために三宴楽区及び無加里区に比し10％程度の

減収となった．

之　イタリアンライクラス

生育はオーチャートクラスと同様，三妄素区≠無加旦

区＞鮎城頭区幸窒霧中用区＞その他（窒素欠除区）であ

り・越冬前における窒素欠膜区の草丈は三婁糸区及び無

加盟区の約％であった・しかし，越冬後にはその差がか

な少少なくなった∴

三安来区及び無加盟区では越冬前に1番刈りを行った．

収由は三婁素区が飯も高く．図にみられるようにその他

の窒素施用区はそれよ少10％前後．窒素矢板区は亜％前
後の奴収であった．

a　ラヂノクローバー

爽芽は各区共に比較的良好であったが．その後．燐酸

欠如虹では葉色が練宵色となり，小葉が小さく，伸長が

不良で越冬前に店先する株がみられるようにを少．越冬

中に全松が完全に楢宛消滅した・収量は三要素区及び繊

加旦区に比し鵜窒東区及び燐酸車用区では亜％桂皮の減

収であった，

4　小麦（自・刈）

生育は越冬前から明らかに三要素区及び無加里区がよ

く・その他の蛙に比べて刈取少時の草丈は約2借上室数

は2倍以上であった・収量は無加呈区が4当方7極で鼓

も高く，三婁系区に比べて無色が腱糠であった．輪加盟

区及び三要素区以外は煉めて低収で実用上聞鹿川こならな

かった
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施用成分と収虫指数

4．　む　す　び

南部第4工区円の武儀圃鹿の畑生産力は意外に低く

特に窒素的生産力の低いことが知られた．又，禾本科

作物には窒東がまめ科牧草には旗頭が制限因子となる

ことを検知した．

干拓地内畑作珂導入にあたっては窒素と燐酸の施用

が欠くことの出来ない条件であるが．仙塵の効果はこ

の試鮫の結果からは明らかでなかった．

な去，中央干拓地においては窒素的生転力にちがい

があるとしても，この精巣とはゞ向様な傾向を示すで

あろうと予想される．


